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兵庫県神戸市から得られた瀬戸内海初記録のナンヨウツバメウオ

浜橋　丈

Three specimens (17.0–26.4 mm standard length) of Platax 
orbicularis (Forsskål, 1775) (Ephippidae) were collected from a 
fishing port next to Suma Beach, Kobe City, Hyogo Prefecture, 
Japan. Because this species has previously been recorded only 
from the Pacific coast of southern Japan (northern limit record: 
Iwate Prefecture), Tottori Prefecture (Sea of Japan), Yaku-shima 
island, and the Ryukyu Islands in Japanese waters, the present 
specimens represent the first records of P. orbicularis from the 
Seto Inland Sea.
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 Abstract

に限られており，本標本は瀬戸内海からの本種の初記録と

なるためここに報告する．

材料と方法
標本はクローブオイルを用いて麻酔を行い，生鮮時の

写真を撮影した．その後 10% ホルマリンで 6 日間固定し，

70% エタノール中で保存した．上記の標本の作製・撮影お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．標本の計数・計

測は岸本ほか（1988）にしたがった．ただし 1 個体（FAKU 

210180）は死後体表および各鰭が激しく損傷したため，標

準体長，頭長，吻長，眼窩径，両眼間隔，最大体高，最大

体幅，尾柄高，上顎長，眼後長，眼下骨幅の計測のみにと

どまった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm 単位で

行った．本報告で用いた標本は DNA 抽出用として 99% エ

タノール中に保存した右胸鰭断片とともに京都大学総合博

物館（FAKU）に収蔵されている．

Platax orbicularis (Forsskål, 1775)

ナンヨウツバメウオ
（Fig. 1）

標本　3 個 体：FAKU 210179， 標 準 体 長 26.4 mm， 兵

庫県神戸市須磨区須磨海水浴場周辺の船溜り，2021 年 8

月 27 日，手網，浜橋　丈；FAKU 210180，標準体長 17.0 

mm，兵庫県神戸市須磨区須磨海水浴場周辺の船溜り，

2021 年 8 月 27 日，手網，浜橋　丈；FAKU 210181，標準

体長 22.6 mm，兵庫県神戸市須磨区須磨海水浴場周辺の船

溜り，2021 年 9 月 6 日，手網，浜橋　丈．

記載　背鰭鰭条数 Ⅴ, 35–36；臀鰭鰭条数 Ⅲ, 26–27；胸

鰭軟条数 16–17；腹鰭棘数 1；腹鰭軟条数 5；側線有孔

鱗数 48–50. 体各部の標準体長に対する割合（%）：頭長

33.0–35.3；最大体高 90.2–105.3；最大体幅 19.6–22.4；尾

柄長 10.3–10.4；尾柄高 14.6–15.0；上顎長 9.1–11.7；胸鰭

長 21.1–21.4； 腹 鰭 棘 長 19.7–22.9； 腹 鰭 長 50.5–63.2； 尾

鰭長 28.5–29.3. 体各部の頭長に対する割合（%）：吻長

21.9–24.3；眼窩径 36.0–45.9；両眼間隔 33.8–41.7；眼後長

ツバメウオ属 Platax Cuvier, 1817 はマンジュウダイ科魚類

の 1 属であり，日本からはミカヅキツバメウオ Platax boersii 

Bleeker, 1853，ナンヨウツバメウオ Platax orbicularis (Forsskål, 

1775)，アカククリ Platax pinnatus (Linnaeus, 1758)，ツバメ

ウオ Platax teira (Forsskål, 1775) の 4 有効種が確認されてい

る（岸本ほか，1988）．このうち，ナンヨウツバメウオは

日本国内では岩手県・茨城県・八丈島・相模湾から種子島

の太平洋沿岸，鳥取県，屋久島，琉球列島に分布するとさ

れる暖海性魚類であり，屋久島・琉球列島を除く国内から

の報告の大部分が幼魚である（林・萩原，2013）．主な生

息地は沿岸の浅海域やサンゴ礁域で，幼魚は枯れ葉に擬態

しながら漂流移動をし，成魚は水深 10–25 m で群れる（岸

本ほか，1988；林・萩原，2013）．

2021 年 8 月下旬から同年 9 月上旬にかけ，兵庫県神戸

市須磨区の沿岸域にてナンヨウツバメウオが 3 個体採集さ

れた．本種の国内におけるこれまでの記録は前述した地域
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45.6–48.1；眼下骨幅 28.6–33.3.

体は強く側扁し，円盤状を呈する．吻端から眼の真上

にかけての頭部背縁は非常に急な勾配を形成する．体背縁

は眼の真上から背鰭基底後端にかけて，背鰭起部を頂点と

した上に凸の弧を描く．体腹縁は下顎先端から腹鰭基底先

端直下付近にかけて比較的急に下降し，そこから肛門にか

けてやや緩やかに下降する．臀鰭起部から臀鰭基底後端に

かけての体腹縁は急激に上昇する．尾柄部は体背縁，体腹

縁ともにやや傾斜があり，頭側から尾側にかけて体背縁で

は体軸に対して垂直上方向に，体腹縁では体軸に対して垂

直下方向に，それぞれ広がる．腹鰭基底先端は前鰓蓋骨後

縁よりもわずかに前方に位置する．腹鰭は伸長し，たたん

だ腹鰭の後端は肛門に達する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よ

りも前方，吻端よりもわずかに下方に位置する．胸鰭基底

下端は腹鰭基底後端よりも後端に位置する．胸鰭上縁は直

線状を呈し，後縁はやや丸みを帯びる．胸鰭後端は肛門直

上に達する．背鰭起部は腹鰭起部より僅かに後方，背鰭基

底後端は臀鰭基底後端のほぼ直上に，それぞれ位置する．

背鰭と臀鰭は基底部が幅広く被鱗し，棘部と軟条部間に欠

刻はない．尾鰭は円形に近い形状を呈し，後縁中央部は後

方に膨出する．尾鰭の上下両縁は直線状に近い形状を呈し，

両葉後縁は丸い．背鰭，腹鰭，および臀鰭はいずれも全体

が非常に長く伸長し，後端全域に波状の凹凸がみられる．

眼と瞳孔はいずれも正円形．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔

は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔，後鼻

孔ともに背腹軸に対し垂直方向に長い裂孔状を呈する．両

顎には絨毛状歯が密生し，歯帯を形成する．下顎腹面には

左右で 5 対の感覚孔が並ぶ．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）― 体側面の地色は赤褐色

で，やや白色もしくは黄色がかった領域が不規則にみられ

る．体側全体に大きさ，位置ともに不規則で明瞭もしくは

不明瞭な黒色斑がみられ，体側中央部に小白色斑が散在す

る．1 本の明瞭な暗色横帯が眼を通る．側線は大部分が黒

く色付く．背鰭，腹鰭，および臀鰭は体色とほぼ同じ色を

呈し，やや白色もしくは黄色がかった領域が不規則にみら

れる茶色がかった橙色である．背鰭と臀鰭の後端はそれぞ

れの基底側では白く，先端側では黒く縁どられる．胸鰭お

よび尾鰭は無色で半透明．．

分布　東アフリカ・紅海から南アフリカ，日本，ツア

モツ諸島までのインド・太平洋の熱帯および亜熱帯海域に

広く分布し，日本，済州島，台湾，香港，海南島，オース

トラリア，ニューカレドニアなどからも報告されている

（Heemstra, 2001; Kim et al., 2006；林・萩原，2013）．日本

国内では岩手県，茨城県，八丈島，相模湾から種子島の太

平洋沿岸，鳥取県，屋久島，琉球列島から記録があり（林・

萩原，2013），本研究により新たに瀬戸内海からも報告さ

れた．

備考　本調査で採集された 3 個体はいずれも，最大体

高が標準体長に対して 90.2–105.3% と著しく高いこと，背

鰭と臀鰭の基底部が幅広く鱗を被っていること，背鰭の棘

条部と軟条部の間が欠刻しないこと，幼魚期において背

鰭，臀鰭および腹鰭が著しく長いことなどの特徴からツバ

メウオ属と同定された（岸本ほか，1988）．また，体側面

の地色が赤褐色であること，各鰭の縁辺が赤くないこと，

明瞭な暗色横帯が 1 本のみであること，両眼間隔が頭長

の 36.6–41.8% であることなどの特徴がナンヨウツバメウ

オの特徴（岸本ほか，1988；林・萩原，2013）と一致した

ため本種に同定された．ただし，岸本ほか（1988）および

林・萩原（2013）で本種の幼魚の特徴として記載されてい

る「ふちどりのある輝青色斑」は認められなかった．林・

萩原（2013）における本種の幼魚のスケッチから，「色彩」

の項で述べた体側中央部の小白色斑がこれに相当すると考

Fig. 1. Fresh specimen of Platax orbicularis (Forsskål, 1775) 
collected from Kobe City, Hyogo Prefecture, Japan (FAKU 
210179, 26.4 mm standard length).
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えられる．

なお，日本からの記録はないものの太平洋西部に分布

するツバメウオ属の種として Platax batavianus Cuvier, 1831

が挙げられる．しかし P. batavianus の特徴である幼魚の

地色が黒色で全身に白色横帯が見られることや側線有孔

鱗数が 64–75 であることなど（Heemstra, 2001）が本標本

の特徴と一致しないため，本調査で採集された個体は P. 

batavianus でもないと判断された．

著者の調べた限り，瀬戸内海においてナンヨウツバメ

ウオはこれまで報告されていない．瀬戸内海の魚類相につ

いて網羅的にまとめた広島大学理学部附属向島臨海研究所

（1988）および瀬戸内海水産開発協議会（1997）において

も本種は記録されていないことから，本研究は瀬戸内海に

おける本種の標本に基づく初めての記録と考えられる．ナ

ンヨウツバメウオを含む様々な暖海性魚類が本州の太平洋

岸には黒潮によって輸送されており（例えば，久米ほか，

2017；山川ほか，2020），太平洋側に比べ記録は少ないも

のの日本海側においても対馬暖流によって暖海性魚類が輸

送されたとみられる事例が存在する（例えば，田城ほか，

2017）．こういった海流による暖海性魚類の仔稚魚の分散

は一般的に太平洋もしくは日本海沿岸で見られるが，内海

である瀬戸内海でも暖海性魚類の出現が報告されている．

瀬戸内海の中・西部では 1994 年以降暖海性魚類の出現が

目立っており，ごく僅かではあるがそうした魚種の一部に

越冬および繁殖・再生産の可能性が認められている（重田，

2008）．近年，日本の温帯沿岸域において暖海性魚類の記

録増加および越冬成功が報告されており，その一因は冬季

の海水温上昇であると推測されている（山川ほか，2020）．

また，発電所の温排水の放水口近傍域のような冬季の海

水温が人為的要因によって高く保たれる場所では，暖海

性魚類が越冬できる可能性を示唆する事例が報告されてい

る（三浦ほか，2020）．実際，瀬戸内海の中・西部は 1972

年から 2000 年の間に冬季の水温が 1.5℃ 以上上昇した海

域があるなど暖化傾向が顕著であり（高橋・清木，2004），

冬季の水温上昇がこの海域での暖海性魚類の越冬および繁

殖・再生産に寄与している可能性は高い．瀬戸内海におけ

る暖海性魚類の報告は中・西部の海域のみにとどまってい

たが，本研究により瀬戸内海東部においても暖海性魚類の

出現が確認された．瀬戸内海東部の冬季の海水温は中・西

部ほど急激にではないものの上昇傾向にあるため（高橋・

清木，2004），瀬戸内海の中・西部だけでなく東部におい

ても将来新たに暖海性魚類の越冬・定着可能な環境が形成

され，魚類相に影響を与える可能性がある．なお，瀬戸内

海中・西部への暖海性魚類の流入については，黒潮に乗っ

て南方より移動してきた幼魚が豊後水道を経由して偶発的

に侵入したものと考えられている（清水ほか，2009）．東

部での事例に関しては，黒潮により輸送されてきた個体が

紀伊水道を経由して偶発的に侵入した，もしくは豊後水道

経由で瀬戸内海中・西部に侵入した個体がさらに瀬戸内海

を移動し，東部にまで侵入したという 2 つの推測が可能性

として考えられるが，知見の蓄積が不十分であるためいず

れの経路であるかの特定には至っていない． 
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